
第４回通常総代会開催第４回通常総代会開催

事業実績及び事業実績及び業務収支決算業務収支決算

各共済事業からのお知らせ各共済事業からのお知らせ

ここ、いかっぺよ！「花貫渓谷 ここ、いかっぺよ！「花貫渓谷 （汐見滝吊り橋）（汐見滝吊り橋）」」

主 な 内 容
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令
和
７
年
５
月
30
日
に
総
代
77
名
（
書
面
議
決

書
１
０
１
名
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
小
美
玉
市

四
季
文
化
館
み
の
～
れ　

風
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て

通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
水
戸
市
の
橘
和
宏
総
代
が
選
出
さ

れ
、
提
出
さ
れ
た
「
い
ば
ら
き
広
域
農
業
共
済
組

合
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど

２
議
案
は
、
質
疑
応
答
を
交
え
慎
重
審
議
の
う
え

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

可決された議案

議案第１号

▲

�いばらき広域農業共済組合職員給与規則の一部改正
について

議案第２号

▲

�令和６年度事業並びに決算報告書承認について

　

通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
永
年
勤
続

等
90
名
の
表
彰
を
名
簿
を
も
っ
て
行
い

ま
し
た
。
連
合
会
長
表
彰
者
を
代
表
し

て
小
美
玉
市
の
小
塙
亨
様
、
組
合
長
表

彰
者
を
代
表
し
て
水
戸
市
の
大
内
恒
夫

様
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
90
名
の
皆
さ
ま
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
永
年
勤
続
表
彰
（
退
任
者
）

　
　

連
合
会
長
表
彰
受
彰
者�

23
名

　　　　　

組
合
長
表
彰
受
彰
者　
　

�

67
名

�

計
90
名

組合長挨拶

連合会長表彰
小美玉市 小塙亨様

表
　
　
彰

第 4 
回 通 常 総 代 会

開 催

議長を務めた
水戸市の橘和宏総代

組合長表彰
水戸市 大内恒夫様
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	 水稲共済
   2,020,855.8 a
    15,797,155千円
   11,162.3 a
   19,337,409円

	 麦共済（令和6年産）
   106,157.1 a
    253,540千円
   44,067.5 a
   17,859,959円

	 家畜共済（死亡廃用）
   118,880頭
    22,671,200千円
   3,523頭
   720,735,625円

	 家畜共済（疾病傷害）
   40,777頭
    775,044千円
   50,055頭
   537,054,279円 

	 果樹共済（なし）
   5,502.2 a
    190,368千円
   52,047 kg

   5,431,540円

	 畑作物共済（大豆）
   60,646.7 a
    139,941千円
   17,510.1 a
   9,137,279円  

	 園芸施設共済
   14,338棟 
    9,516,045千円
   338棟
   17,064,765円

	 建物共済
   （延）78,960棟
    90,484,677万円
   431棟
   342,469,649円 

	 農機具共済
   15,343台
    2,882,670万円
   311台
   75,328,826円 

	
   60口
    6,000万円
   0口
   0円

保管中農産物
補償共済

引 受 面 積

共 済 金 額

被 害 面 積

支払共済金

引 受 頭 数

共 済 金 額

死亡廃用頭数

支払共済金

引 受 棟 数

共 済 金 額

被 害 棟 数

支払共済金

引 受 口 数

共 済 金 額

被 害 口 数

支払共済金

引 受 面 積

共 済 金 額

認定減収量

支払共済金

引 受 面 積

共 済 金 額

被 害 面 積

支払共済金

引 受 台 数

共 済 金 額

被 害 台 数

支払共済金

引 受 面 積

共 済 金 額

被 害 面 積

支払共済金

引 受 頭 数

共 済 金 額

疾病傷害頭数

支払共済金

引 受 棟 数

共 済 金 額

被 害 棟 数

支払共済金

（単位：千円）

 令和6年度  事業実績
引受実績

業務収支決算

1,448,964,638円

受取補助金
576,772（39.8%）

受取奨励金
34,062（2.4%）

賦課金
205,800（14.2%）

受託収入
48,976（3.4%）

損害防止収入
66,877（4.6%）

受取損害防止
事業負担金

3,866（0.3%）

受取利息
79,676（5.5%）

事業勘定受入
367,404

（25.4%）

業務雑収入
36,892（2.5%）

業務財産処分益
  20,396（1.4%）

その他業務収入
8,244（0.6%）

支払賦課金
18,920（1.3%）

人件費
825,337（57.0%）

事務費
52,997（3.7%）

業務費
33,821（2.3%）

普及推進費
15,818（1.1%）

施設費
82,067（5.7%）

損害評価費
2,426（0.2%）

損害防止費
77,723（5.4%）

諸税負担金
19,313（1.3%）

業務雑費
3,791（0.3%）

各種引当金繰入
288,281（19.9%）

固定資産自己財源取得費
22,293（1.5%）

その他業務支出
6,178（0.4%）

業務収入

1,448,964,638円
業務支出

総共済金額 983,076,763千円
支払共済金 1,744,419,331円
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各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

果
樹
共
済

農
作
物
共
済

な
し
の
被
害
状
況
及
び

な
し
の
被
害
状
況
及
び

　
　
損
害
評
価
に
つ
い
て

　
　
損
害
評
価
に
つ
い
て

本
年
産
の
な
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
１

日
に
管
内
の
一
部
で
降
ひ
ょ
う
が
発
生
し
、果
実・

葉
茎
に
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
地
域
で
黒
星
病
に
よ
る
被
害
も

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

各
支
所
で
は
７
月
か
ら
９
月
末
に
か
け
て
、
被

害
状
況
等
を
確
認
す
る
収
穫
期
着
果
数
調
査
及
び

重
量
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
調
査
の
際
に
は

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

水
稲
の
損
害
評
価
に
つ
い
て

水
稲
の
損
害
評
価
に
つ
い
て

　
被
害
申
告
を
さ
れ
る
場
合
に
は
、
引
受
方
式
等

に
関
わ
ら
ず
、
刈
取
り
前
に
必
ず
被
害
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
各
支
所
よ
り
通
知
す
る
期
日
ま
で

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
一
筆
半
損
特
約
を
付
帯
さ
れ
て
い
る
加

入
者
で
５
割
以
上
の
被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
も

刈
取
り
前
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
刈
取
り
後
の
被
害
申
告
及
び
損
害
評
価
は
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
刈
取
り
後
に
減
収
の
事
実

が
判
明
し
て
も
、
共
済
金
支
払
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価

の
日
程
等
に

つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
、

各
支
所
よ
り

加
入
者
様
へ

ご
通
知
い
た

し
ま
す
。

各
種
共
済
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ひょう害

獣害（イノシシ）

昨年の被害写真

昨年の被害写真

▲干害

雨害湿潤害▲

　
近
年
の
高
温
傾
向
も
重
な
り
、
例
年
の
生
育
状

況
と
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
雨
害
湿
潤
害

や
土
壌
湿
潤
害
と
な
る
圃
場
も
例
年
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
収
穫
期
の
減
収
等
を
防
ぐ
為

に
適
切
な
管
理
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
鋤
込
み

等
を
行
う
場
合
は
、
組
合
で
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
豆
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

大
豆
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

畑
作
物
共
済

いばらき広域 2025 第11号 4



　
令
和
6
年
度
の
共
済
事
故
の
罹
災
原
因
1
位
は
落
雷

で
す
。
近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
落
雷
が
増
え
て
い
ま

す
。
落
雷
等
で
建
物
・
家
具
類
が
被
害
を
受
け
た
ら
、

す
ぐ
に
組
合
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

職
員
が
事
故
確
認
に
行
く
ま
で
は
、
壊
れ
て
い
る
物

の
保
管
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
す
ぐ
に
修
理
す
る

場
合
は
、
壊
れ
て
い
る
物
の
全
体
が
写
っ
て
い
る
写

真
、
型
番
等
の
写
真
を
残

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　農機具を入替えた時は、入替え後 14日以内に組合に通知をお願いします。
入替えの通知がない場合、入替えた農機具に損害が発生しても共済金のお支
払いができませんのでご注意ください。

落雷で被害を受けたらすぐ連絡を！

各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

園
芸
施
設
共
済

　
近
年
、
各
地
で
台
風
や
発
達
し
た
低
気
圧
等
に
よ
る
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

○
水
稲
用
育
苗
ハ
ウ
ス
も
加
入
が
出
来
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
支
所
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
然
災
害
に
備
え
て

自
然
災
害
に
備
え
て

建 

物 

共 

済

●建物の損害とするもの
　（ボルト等で固定されているもの）
ボイラー・テレビアンテナ・インターホン・
エアコンなど
 
●家具類の損害とするもの
　（生活に必要な家庭生活用具）
テレビ・冷蔵庫・電話・こたつ等

農機具共済 加入者へのお願い！！

もしもの時に備えて

園芸施設共済に加入しましょう。

いばらき広域 2025 第11号5



 

収
入
保
険
制
度

各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

「
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
い
つ
も
白
色
申
告
」

「
う
ち
は
、
兼
業
だ
か
ら
関
係
な
い
や
」

と
思
っ
て
い
る
方
々
も
、
今
一
度
申
告
に
つ
い
て

見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
か
す
る
と
意
外

な
見
落
と
し
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
そ
も
そ
も
確
定
申
告
っ
て
何
？

　
農
業
者
を
含
む
個
人
事
業
主
は
、
所
得
税
な
ど

を
自
分
で
計
算
し
て
税
務
署
に
納
め
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
一
連
の
手
続
き
の
こ
と
を
確
定

申
告
と
い
い
ま
す
。

　
下
図
の
よ
う
に
、
収
入
か
ら
経
費
、
所
得
控
除

を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
納
め
る
税
額
を
計
算
し

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
必
要
経
費
や
所
得
控
除
の
額
に
よ

っ
て
、
納
税
額
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。（
図
１
）

　
青
色
申
告
と
は

　
こ
こ
で
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
青
色
申
告
で
す
。

青
色
申
告
は
、
正
規
の
簿
記
の
原
則
に
従
っ
て
、

帳
簿
を
作
成
し
て
税
申
告
す
る
方
法
で
す
。

白色申告 青色申告

特 別 控 除 なし 10 万円 55 万円 65 万円

条 件 なし 事前に届け出が必要

提 出 書 類 確定申告書
収支内訳書

確定申告書
青色申告決算書

記 帳 方 法 簡易簿記 簡易簿記 正規簿記 ( 複式簿記 )

提 出 方 法
● e-tax
●郵送
●税務署へ持ち込み

●郵送
●税務署へ持ち込み ● e-tax

確定申告の種類

青 色 申 告 入 門 編農家の
　　ための

毎
年
、
年
度
末
に
な
る
と
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に

な
る
の
が
確
定
申
告
で
す
。

煩
雑
な
反
面
、
様
々
な
特
典
を
受
け
ら
れ
る

た
め
、
節
税
効
果
は
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

図 1　税額の計算

税額

課税
所得

所得

収入

必要
経費

所得
控除

×税率 ＝

収入金額から必要経費を
差し引いたものが、所得
となります。 

所得から所得控除を
差し引いたものが、
課税対象となる所得
(課税所得)となります。 
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メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
「
青
色
申
告
」

　
そ
れ
で
は
、
青
色
申
告
が
持
つ
メ
リ
ッ
ト
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
特
別
控
除
の
対
象
と
な
る

　
そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
ご
と
に
、10
万
円
、55
万
円
、

65
万
円
の
特
別
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
税
や
住
民
税
な
ど
の
税
金
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
社
会
保
険
料
の
負
担
額
も
大
き
く
軽
減

さ
れ
ま
す
。

家
族
に
支
払
っ
た
給
与
を
経
費
と
し
て 

計
上
で
き
る

　
所
得
金
額
が
少
な
く
な
る
た
め
、
税
額
計
算
の

際
に
有
利
に
な
り
ま
す
。

　
少
額
減
価
償
却
資
産
の
特
例
を
使
え
る

　

取
得
金
額
が
30
万
円
未
満
の
減
価
償
却
資
産

は
、
合
計
額
３
０
０
万
円
を
上
限
に
購
入
し
た
年

の
経
費
と
し
て
、
全
額
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
貸
倒
引
当
金
を
経
費
と
し
て
計
上
で
き
る

　
年
末
の
売
掛
金
、
事
業
上
の
貸
付
金
な
ど
の
一

部
を
経
費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
所
得
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
三
年
間
の
赤
字
繰
越
が
で
き
る

　
赤
字
の
損
失
額
を
翌
年
か
ら
最
長
３
年
間
ま
で

繰
り
越
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
逆
に
前
年
分
が
黒
字
で
、
今
年
が
赤
字
だ
っ
た

場
合
、
純
損
失
の
繰
り
戻
し
が
可
能
で
す
。
こ
の

場
合
は
税
金
の
一
部
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
加
入
で
き
る

　
収
入
保
険
は
、
個
人
ご
と
の
収
入
金
額
を
基
準

と
し
保
険
設
計
す
る
た
め
、
補
償
が
わ
か
り
や
す

く
、
ど
ん
な
事
故
に
も
対
応
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

各共済事業各共済事業からのからの お知らせ

　
白
色
申
告
は
、
青
色
申
告
以
外
の
申
告
方
法
の
こ
と
。
以
前
は
帳
簿
の
作
成
と
、
帳
簿
の
保
存
が

不
要
だ
っ
た
の
で
、
手
間
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、 

平
成
26
年
か
ら
、
白

色
申
告
で
も
帳
簿
の
作
成
と
保
存
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、
以
前
ほ
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　青色申告者は原則、専従者給与の全額を必要経費に算入でき、青色申告特別控除として所得金額
から最高65万円を控除することができます。

収入 1,000万円、必要経費 600万円、家族への給与 150万円の場合

	 1,000万円－600万円－150万円（専従者給与）－65万円（青色申告特別控除）＝185万円（課税所得）
	 185万円×5％＝9.25万円（所得税額）

	 1,000万円－600万円－86万円（事業専従者給与）＝314万円（課税所得）
	 195万円×5％＋（314万円－195万円）×10％＝21.65万円（所得税額）

	 21.65万円－9.25万円＝12.4万円

　青色申告をすれば白色申告に比べ12.4万円のメリット！
注）上記試算では、他の各種控除は考慮していません

青色申告者

白色申告者

いばらき広域 2025 第11号7



今
回
紹
介
し
ま
す
「
花
貫
渓
谷
」
は

高
萩
市
中
戸
川
大
能
地
区
に
あ
り

ま
す
。
名な

め

り

が

ふ

ち

馬
里
ケ
淵
か
ら
小こ

た
き
ざ
わ

滝
沢

キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
の
間
に
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
淵
と
滝
が
連
な
り
、
自
然
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
新
緑
の
時
季

は
遊
歩
道
が
木
陰
に
な
る
た
め
、
直
射

日
光
を
避
け
水
辺
の
涼
も
あ
り
、
花
貫

川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
散
策
す

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
冬
は
雪
が
降

る
こ
と
も
あ
り
水
面
と
雪
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
絶
景
で
す
。
季
節
に
よ
っ
て
移

り
変
わ
る
自
然
の
姿
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
渓
谷
で
す
が
や
は
り
一
番
は
秋

の
紅
葉
で
す
。
渓
谷
に
架
か
る
約
60
ｍ

の
長
さ
の
「
汐
見
滝
吊
り
橋
」
か
ら
は
、

眼
下
に
勢
い
よ
く
流
れ
落
ち
る
汐
見
滝

の
姿
や
紅
く
染
ま
っ
た
モ
ミ
ジ
等
が
橋

を
覆
い
、
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う
に
見
え
る

こ
と
か
ら
、「
紅
葉
ト
ン
ネ
ル
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
花
貫
川
沿
い
に
茂
る
木
々

の
枝
が
せ
り
出
し
て
お
り
モ
ミ
ジ
を
間

近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
紅
葉
の

時
季
に
は
「
花
貫
渓
谷
紅
葉
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
期
間
中
は
花
貫
駐
車
場

に
て
売
店
及
び
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店

し
ま
す
。
今
年
は
11
月
1
日
㈯
か
ら
11

月
30
日
㈰
（
予
定
）
ま
で
で
す
。
さ
ら

に
11
月
8
日
㈯
か
ら
24
日
㈪
（
予
定
）

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
昼
間
と
は

違
っ
た
幻
想
的
な
景
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

吊
り
橋
を
訪
れ
た
際
に
は
、
乙お

と
め
だ
き

女
滝
・

不ふ
ど
う
だ
き

動
滝
も
見
逃
せ
な
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

花
貫
駐
車
場
の
奥
に
滝
に
繋
が
る
道
が

あ
り
、
案
内
看
板
向
か
っ
て
右
側
の
花

貫
川
の
上
流
部
が
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
人
気
の
乙
女
滝
、
向
か
っ
て
左
側

の
下
流
部
が
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の

滝
つ
ぼ
が
美
し
い
不
動
滝
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ

て
お
り
、
深
閑
と
し
た
森
の
中
で
厳
か

な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。
私
が
訪
問
し

た
時
も
日
差
し
が
避
け
ら
れ
、
緑
が
非

常
に
濃
く
て
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
た
っ

ぷ
り
と
浴
び
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
流
の
涼
し
げ
な
水
音
も
あ
り
思
わ
ず

深
呼
吸
し
て
し
ま
う
雰
囲
気
で
し
た
。

花
貫
渓
谷
に
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
季
節
ご
と

の
風
景
を
眺
め
な
ら
散
策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問合せ先：高萩市観光協会
〒318-0031 茨城県高萩市春日町3-10-16
TEL  0293-23-2121　
URL  https://www.takahagi-kanko.jp/
※ 無料駐車場があり見学自由となりますが、花貫渓谷紅葉
まつり期間中のみ駐車料金がかかります。

～組合管内探訪～

花貫渓谷花貫渓谷
（汐見滝吊り橋）（汐見滝吊り橋）

新緑の汐見滝吊り橋

汐見滝

汐見滝吊り橋 雪

汐見滝吊り橋 ライトアップ

不動滝

乙女滝

いばらき広域 2025 第11号 8



第４回通常総代会開催第４回通常総代会開催

事業実績及び事業実績及び業務収支決算業務収支決算

各共済事業からのお知らせ各共済事業からのお知らせ

ここ、いかっぺよ！「花貫渓谷 ここ、いかっぺよ！「花貫渓谷 （汐見滝吊り橋）（汐見滝吊り橋）」」

主 な 内 容

第第1111号号
20252025

表 紙 紹 介

株式会社 美野里牧場
（小美玉市）

小
美
玉
市
部
室
に
あ
る
株
式
会
社

美
野
里
牧
場
は
創
業
者
の
曽
祖
父
か

ら
ず
っ
と
循
環
型
の
酪
農
を
し
て
い

ま
す
。
代
表
を
務
め
る
外
之
内
加
奈

さ
ん
は
就
農
し
て
10
年
を
迎
え
、
８

年
前
に
法
人
化
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。
以
前
は

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
を
利
用

し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ス
キ
ュ
ー
バ

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震

災
を
機
に
帰
国
。
震
災
で
多
く
の
人

が
亡
く
な
り
生
き
て
い
る
私
が
や
れ

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
牧
場
を

継
ぐ
こ
と
で
与
え
ら
れ
た
使
命
を
果

た
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
就
農

し
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
は
、
搾
乳

頭
数
約
１
１
０
頭
、
乾
乳
・
育
成
を

合
わ
せ
て
約
２
０
０
頭
を
飼
育
し
て

い
ま
す
。「
基
本
に
忠
実
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
経
験
や
慣
例
で
酪
農
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
加
奈
さ
ん
は
日
々

の
出
来
事
を
デ
ー
タ
化
し
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
た
か
な
ど
の
記
録
を
蓄

積
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で

次
世
代
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
、
ず
っ
と
や
っ
て
み
た

か
っ
た
M
I
N
O
R
I 

M
I
L
K 

C
A
F
E
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
移
動
販
売
車
に
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
「
い
ば
ら
き
農
業
ア
カ

デ
ミ
ー
」
の
講
座
に
参
加
し
た
こ
と

で
し
た
。
野
菜
生
産
者
は
直
売
な
ど

で
消
費
者
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

る
の
に
、
牛
乳
は
出
荷
先
が
決
ま
っ

て
い
て
そ
れ
が
で
き
な
い
事
を
不
思

議
に
思
い
、
牛
乳
の
直
売
を
始
め
た

そ
う
で
す
。
製
法
に
も
こ
だ
わ
り
、

65
℃
で
30
分
加
熱
す
る
低
温
殺
菌
で

行
っ
て
い
ま
す
。
良
質
な
生
乳
の
自

然
な
風
味
や
性
質
、
そ
し
て
栄
養
を

生
か
す
製
法
で
作
ら
れ
、
コ
ク
が
あ

る
の
に
す
っ
き
り
し
た
飲
み
や
す
い

牛
乳
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
A
２
ミ
ル
ク
※
の

生
産
を
目
指
し
少
し
ず
つ
牛
を
更
新

し
て
い
く
予
定
で
、
将
来
的
に
は
A

２
ミ
ル
ク
を
売
り
に
し
て
い
く
こ
と

で
、
カ
フ
ェ
の
強
み
に
も
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
今
は
週

３
日
の
営
業
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
多
く
の

人
に
自
慢
の
牛
乳
を
飲
ん
で
も
ら
う

事
が
当
面
の
目
標
で
す
」
と
笑
顔
で

話
す
彼
女
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
す
。

※�

A
２
ミ
ル
ク
：
お
な
か
に
や
さ
し
い

牛
乳
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

表紙写真：
右　代表　外之内 加奈さん
左　　　　外之内 智則さん

MINORI MILK CAFE
営業時間：10：00 ～ 15：00（水・木・金曜日）
所 在 地：〒319-0132 小美玉市部室1040

Instagram Facebook

　当組合では、皆様の温かいご支援を頂きながら農家支援活動機器（ミニ
パワーショベル）の貸出を行ってまいりましたが、誠に遺憾ながら継続す
ることは困難と判断し、令和 8 年 3 月 31 日をもって貸出を終了いたし
ます。
　つきましては、長年のご愛顧を受け賜りました皆様方に多大なご迷惑を
お掛けしますことについて、心よりお詫び申し上げますとともに、ご理解
賜りますようお願い申し上げます。

農家支援活動機器（ミニパワーショベル）の貸出が終了となります。

いばらき広域 2025 第11号9



今年もまもなく稲刈りの時期を迎えます。連日の猛
暑に人もお米も参っている頃だと思いますがいかがお
過ごしでしょうか。

最近は台風や豪雨、猛暑といった極端な気象現象が
増えているように感じます。作物が倒れたり、農地が
冠水するなどの直接的な被害もありますが高温が続く
ことで野菜の日焼けや水不足による収穫量の低下も発
生します。

トマトやナスなどの夏を代表する野菜であっても極
端な高温下では受粉が困難になったり、水不足で株が
萎れてしまうなどして収穫量が低下します。遮光ネッ

トなどを利用し直射日光を防ぐことが大切です。また、
適度な散水を行うことも必要ですが作物によっては湿
度が過剰になると病気を引き起こす原因になるので注
意しましょう。

やはり作物も人も不快に思う環境は同じなので人が
快適だと思う環境づくりを作物にもしてあげると良い
のではないでしょうか。
「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉もありますが、も

う少しですので体調管理に気を付けて農作業を頑張り
ましょう。

� （A）

編 集
後 記

　 　 　  TEL 029－350－8815
　 　 　  TEL 029－306－6720
　 　 　  TEL 0296－72－7321

本 所
水 戸 支 所
笠 間 支 所

　 　 　  TEL 0294－72－6227
　 　 　  TEL 029－839－0160
　 　 　  TEL 0299－48－0042

常陸太田支所
つ く ば 支 所
家 畜 診 療 所

お問い合わせ先 いばらき広域農業共済組合

営農と暮らしを豊かにする情報が満載です。

☆生産現場のアイデアを満載
☆分かりやすい農政解説
☆丁寧な農業保険制度の説明
☆読みやすい紙面で、身近な話題がいっぱい

お申し込みは、お近くの支所までお問い合わせ

ください。

農業共済新聞を購読しませんか農業共済新聞を購読しませんか
月4回発行!

水曜日に
発行します

購読料年間
5,520円

（送料込）
購読料は

年間一括払い
（年極）で

お得 !!
毎号ご自宅に
郵送します

発行　いばらき広域農業共済組合  本所
　　　〒310-0914 茨城県水戸市小吹町940番地　TEL 029-350-8815　FAX 029-350-2773
　　　ホームページ：https://www.ibaraki-nosai.or.jp
編集　いばらき広域農業共済組合  本所 企画情報課
　　　Ｅメール： kikaku@ibaraki-nosai.or.jp　FAX 029-350-2773
印刷　佐藤印刷株式会社

応募方法

応 募 方 法

①
ク
イ
ズ
の
答
え

②�

広
報
紙
や
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に　

対
す
る
ご
意
見
ご
要
望

③
郵
便
番
号　
④
住　
所

⑤
氏　
名　
　
⑥
電
話
番
号

⑦
職　
業　
　
⑧
年　
齢

正解者の中から抽選で30名様に図書カードをプレ
ゼントいたします。尚、当選者の発表は商品の発
送をもってかえさせていただきます。

はがきに、必要事項を記入のうえ、
いばらきNOSAIクイズ係までご応募ください。
同世帯１名までの応募とさせていただきます。

応募締切：令和７年９月末日（当日消印有効）

水
戸
市
小
吹
町
９
４
０

い
ば
ら
き
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

ク
イ
ズ
係 

行

85円
3 1 0 0 9 1 4

㋐�

農
機
具
共
済
で
機
械
を
入
れ
替
え
た
と
き

は
〇
〇
日
以
内
に
組
合
に
通
知
す
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

㋑�

農
業
者
が
〇
〇
申
告
で
確
定
申
告
を
す
れ

ば
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

㋐
、㋑
と
も
に
〇
〇
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
そ
れ

ぞ
れ
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

前
号
の
答
え　

 

❶
小
損
害　

❷
９
０
６�

（
正
解
111
通
/
不
正
解
・
無
効
5
通
）

問  
題
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

           

ク
イ
ズ

?
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